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手綱核脚間路または Meynert束は大脳辺縁系よ ゆく。なお我々がとった Nauta染色の判定法につ
りの興奮を脳幹 lとったえる重要な伝導路の一つであ いては秋葉が詳細lζのべているので，これを参照さ
る。この手綱核脚間路の終止については脚間核をあ れたい。
げるのが最近の定説であるようにみえる。 はじめに，各例の傷の範囲をのべる。
我々は猫において， Nauta法をもちいて Meynert Ta 20:竃は右側に限局し手綱核と Meynent束
束の終止を追求し，興味ある所見をえたとおもうの の核より起始部がおかされる。傷は右側視床前核の
で， ζζlζ報告し，御批判を乞いたいとおもう。 下端高にはじまる。傷は， はじめ，右側髄条とこ
れに接する右前芳室核 (Nuc1. periventricularis 
実験方法
anterior)および右穿紐核 (Nucl. parataenialis) 
本実験には成猫を使用し，術後短期間で死亡した をおかす。視床背内側核が上方に出現すると，傷は
例や傷が手綱核からはずれた例を除外し，結局 4 腹方κひろがり，該核の内側部は傷にふくまれる。
例の Nauta染色例について所見をとった。手術 傷は大いさと位置をかえずに下方にのび，手綱核上
は Nembutal麻酔のもとで行い，電極の支持は 部高では手綱核，髄条，背内側核の内側部，下部高 
Horsley・Clarke電極支持器によった。傷は直流に では手綱核， Meynert束起始部をおかす。手綱核
よってつけ，生存期間は 9日から 11日である。大量 交連が上方にはじまると傷は消失する。したがっ
の Nembutal腹腔内注射のもとで， イルリガート て手綱核の下端部は傷からはずれるが，手綱核と 
Jレにより大動脈から， 500--1000 ccの 10%フォル Meynert束起始部の大部分が右側で直接傷にょっ
マリンを濯流して動物を殺し，脳を摘出，さらに 7 ておかされている。左側への傷のひろがりは確認で
日--1カ月間 10%フォルマリンで固定したうえで， きない。
ドライアイス凍結切片法によって 4枚おき，厚さ Ta 16:傷は右側に限局する。手綱核のやや上方 
30μ の連続切片をつくり， Nauta染色をおこ iなつ から傷がはじまり，右側の手綱核は完全におかされ
た。切片はすべて前額断である。 る。傷は手綱核の腹方に若干ひろがるために芳紐、
核，前芳室核，背内側核の内側部，芳束核内側部，
所 見
Meynert束の手綱核よりの起始部， 後交連の一部
前項でのべたように我々は 4例の手綱核破壊例を がおかされる。左側への傷のひろがりを確認できな 
、。L例の所見は大綱において一致する。4もっている。 
Ta 20を中心として所見をのベ，他の例でみとめら Ta 15:傷は右側lζ限局する。視床前核の高きで
れた所見のうち，必要とおもわれるものを併記して は，視床髄条をおかすこと芯しこの腹方で視床内
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前核 (Nucl. anterior rnedialis thalarni)をおか 
す。視床背内側核の高きになると，傷は位置をやや
背方iと転じ，髄条をおかす。 ζの高さより下方で，
髄条と手綱核は隣接する周辺の灰白質とともに完全
におかされる。 Meynert束の核よりの起始部も傷
つけられる。傷は中脳上端高までのび，乙乙で後交
連と ζれに接する右中心灰白層をおかす。左側では
傷を確認できない。 
Ta 4:傷は左側iζ限局し，手綱核の上端高で
はじまる。手綱核下端高をのぞいて，手綱核
は直接傷からおかされな~，。傷はおもに手綱
核のすくや腹方で，芳束核や背内側部をおかす。
核から起始した Meynert束はほぼ完全に傷に
ふくまれる σ 右側への傷のひろがりを確認でき
ない。
以上のように， 4例の傷は手綱核lζ限局せず，
核の周辺部も傷にふくまれる。 したがって，
変性は Meynert束にとどまらなL、。しかし，
本論文民おいては，記載を Meynert束lとかぎ
り，他の所見は後日にゆずる。
第 1図手綱核の下部高
傷のすくや腹外方lζみとめられる右側 Meynert束
は完全lζ変性する。変性頼粒は微細なものと，乙れ
よりやや粗なものからなる。左側 Meynert束にも
微細頼粒状変性をみとめる。
第 1図 
傷のと乙ろでのべたように，本例において，傷の
左側への直接の波及を指摘しがたい。左側 Meynert
束の変性は，全体の経過からみると， Meynert束
の細い線維の変性に相当する。乙れは， Kりllikerら
によると，手綱核の内側部から起始する，右側の
傷が，何等かの影響を， 間接的lζ，傷lと接する左
側手綱核の内側部にあたえ， このためK左側でも
Meynert束の細い線維の変性が惹起されたものと
おもう。和なじような ζとは Ta15の左側 Meyn・
ert束でもみられる。 Ta16，Ta 4では，このよう
な所見をみとめない。
第 2図手綱交連の高き
手綱交連と右側髄条に変性がみとめられる。手綱
交連の変性が左側手綱核lζ侵入する所見をみとめな
い。傷側手綱核外側核の周辺部lとは念珠状変性，粗
および微細頼粒状変性をみとめるが，内側核は陽性
といえない。
第 2図 y
右側 Meynert束は全体にわたって変性するが，
腹方ほど変性が密である。背方で変性が疎であるの
は，核の下端部が傷からはずれたためとおもう。第
3図より下方になると， Meynert束K二つの領域
を区別できるようになる。 Meynert束の中央児位
置をしめ，神経線維が密集し， Nauta染色で生地
が暗く濃く染色される密集部と，密集部をとりまく
ように存在し，神経線維が密集せず，束状にわかれ
ている分東部の二つである。しかし，第 2図の高き
においては，まだこのごつの領域を区別するのがむ
づ、かし~\。場所によって，両者を区別することがで
きる程度である。区別できる場所での所見による
と，分束部の変性頼粒は密集部のよりも一般にやや
粗大である。
右側の Meynert束から， 腹外方， 正中中心核 
(Nucl.centrurn rnedianurn)の領域に念珠状変性
がでる(第 11図〉。 ζの念珠状変性は， Meynert束
のちかくでは比較的粗大なものが多い。また Ta20 
と Ta15では， すでにのべたように傷と反対側，
つまり左側で Meynert束の細い線維が変性する
が， ζのような念珠状変性をみとめない。したがつ
て，多くは Meynert束の太い線維に由来するとお
もう。乙れらの念珠状変性は，全例におい-y:，正中
中心核 (CM)の領域をこえてさらに追跡するのか 
困難である。したがって，乙れらは Meynert束の
外側lと位置をしめる芳束核や正中中心核 (CM)に
k 
"' f 
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終止するとおもう。しかし， ζれらの核内で微細頼 第 4図

粒状変性lとわかれる所見をみとめないから，終止す

ると断言することはできない。なお検討を要すると

おもう。

左側 Meynert束では， ζとに ζの腹部1(.，微細
な頼粒状変性をみとめる。変性がみとめられる位置
と大いさから判断すると， Meynert束の細い線維
の変性とおもう。傷と反対側の Meynert束におけ
るこれとおなじ変性像は Ta15でもみとめられた。
すでにのべたように両例において，外方にむかう念 と，第4図のやや上方の高さまでこの状態がひきつ
珠状変性を指摘できなかった。 づいてみとめられる。しかし，第4図のすヤ上方の
第 3図乳頭体下端高 高きになると，粗と微細な変性に位置的な分離がお
第 2図の高きでのべたように， ほぼこの高きか ζ り，前者はおもに分束部，後者はおもに密集部に
ら， Meynert束は密集部と分束部l乙区別できるよ 位置をしめるようになる。
うになる。傷側 Meynert束において， Ta20では， 左側では密集部氏変性がみとめられる。変性頼粒
密集部と分束部の変性応大いきの差があり，分束部 は微細である。
のが粗，徳集部のは微細である。本例では密集部民 以上第4図の高さまでの所見を通覧すると，
粗な変性の混在がすくない。しかし， Ta 16ゃ Ta Meynert束には粗な変性と微細な変性がみとめら 
4では，粗な変性がかなり多く密集部氏もみとめら れる。ただし，粗な変性といっても，微細な変性と
れる。 Ta15では正常線維の共染が多いので，密集 の比較において“粗"であって，一般的な意味で
部での所見を詳細にのべることができない。分束部 は微細たかだか中等大の変性である。
の変性は組である。 Meynert束が密集部と分束部にわかれると(第
第 3図 3図)， 例によっては粗な変性はおもに分束部， 微
細な変性はおもに密集部と位置をととにして経過す
るが，例によっては組な変性が微細な変性と混在し
ながら密集部のなかを走り， Meynert束が脳底に
近接する高さ(第4図のすくや上方高)になって，は
じめて位置的K分離し，粗な変性はおもに分束部，
微細な変性はおもに密集部K位置をしめるといえ
る。
第 5図動眼神経根が脳底をでる高き 
ζの高きで通常 Meynert束とよばれるものは，
傷と反対側の左側 Meynert束では密集部氏微細 脳底K接して位置をしめる密集部で，髄鞘染色
変性をみとめる。腹方ほど密である。分束部には変 (Kluver染色〉によって濃染， Nauta染色にょっ
性を指摘しがたい。 ても生地が濃く暗くそまる。乙の背外方に接して言
第4図 Meynert束が脳底lζ達する高き 第 5図
乙の高きで Meynert束の密集部は内方，分束部
は乙の外方lと接して位置をしめる。
右側 Meynert束の密集部にはほぼ全体に変性が
みとめられるが，腹方ほど変性が密である。分束部
もほぼ全体が変性する。分束部の変性が密集部より
も粗大である(第 12--13図〉。 
Ta 16と Ta4では，すでにのべたように，第 3
図の高きで分束部の変性とおなじ組な変性頼粒が密
集部にもかなりみとめられる。 Ta16の所見による
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被蓋との聞に，乙の通常 Meynert束とよばれるも のつづきである。また，第 6図の高きで， Ta 20の
のや被蓋と比較して淡染する線維群がみとめられ 脚間核外側部にみとめた変性は Ta15で脚間核上
る。乙 ζでは便宜上，淡染線維群とよぷ。 端高において ζの背内方にひろがった変性がま Tごの
傷側において，いわゆる“通常の Meynert束" こっているものである。
上l乙変性をみとめるほか， Ta 20では淡染線維群 第 6図の高さで，“いわゆる Meynert束"上の
上， Ta 16と Ta15では淡染線維群の背外側半と 変性と淡染線維群腹内側半の変性の聞には移行があ
とれに接する被蓋の腹内側部に密集した変性をみと り，後者と脚間核外側部の変性の聞にも境がない。
める。 ζの変性は，外方にむかつて，動限神経根の “いわゆる Meynert束"上の変性の一部が淡染線
閉までひろがる。“いわゆる Meynert束"の変性 維群の位置を経過して，外方から脚間核にはいると
が，他の変性より微細である。 おもう。このほか，円、わゆる Meynert束"から，
傷と反対側の左側においては， Ta 20と Ta15 直接，背内方に走って脚間核灰白質にはいる変性も
で“いわゆる Meynert束"  1 :限局して微細な変 みとめられる。
性をみとめる。 第 6図の左側では，“ L'わゆる Meynert束γ上
第 6図赤核下部の高さ に変性をみとめ，この一部は背内方Jとはしって脚問 
Kluver染色によると，脚間核の外側に接して， 核灰白質にはいる。 Ta20の左側では，淡染線維群
被蓋との間lζ淡染する線維群がみとめられる。第 5 の上lζ変性をみとめないが， Ta 15の左側(傷の反
図でのべた淡染線維群の下方へのつづきである。 対側)では， ζこにも変性がある。 ζれは，“いわ
第 6図 ゆる Meynert束"の変性が， ζの高きで，脚間核
にはいる場合 K，二つの径過をとるという上記の所
見をさらにたしかめる所見である。乙の一つは直接
背内方にはしって脚間核に入るもので，他は淡染線
維群の位置をへて核にはいるものである。
以上のほか，脚間核内の交連線維上にも変性をみ
とめる。乙れはおもに傷側から反対側にむかつて交
叉する。
第 7図白核の高さ
第 6図とほぼ同じ所見である。右側の淡染線維群 
Ta 20の右側(傷側)では，この淡染線維群の背 lζ接する被蓋の腹内側部lζ変性が密集する。乙乙の
外側半から ζれに接する被蓋の腹内側部にかけて変 変性は他のものにくらべて，粗大である。“いわゆる
性が密集する。 Ta16ではほぼ同じ所見をしめす Meynert束"と淡染線維群の上にも微細な変性が
が， Ta 15では変性がおもに被蓋の腹内側部l乙密集 みとめられる。両者の変性群の聞には境界がなし
い淡染線維群上にはあまりおよばない。 ζれらの 移行像がある。脚間核にはいる変性には，“いわゆ
変性は粗であって， Meynert束の太い線維のつづ る Meynert束"から直接くるものと，淡染線維群
きである(第 16図)。 の位置を径過するものとの二つがあるとおもう。左
“いわゆる Meynert束"は脳底lζ接して，脚間
第 7図
核の腹外側部K位置をしめる。この“いわゆる  
Meynert束"，淡染線維群の腹内側半，脚間核外側
部(第 14， 15図)にも微細な変性が豊富にみとめ
られる。第 6図よりやや上方，脚間核上端高におけ
る Ta15の所見によると，“いわゆる Meynert束"
は背内方にひろがって，核の外側部全体を占有す
る。 乙の背内方にひろがった変性は下方にむかつ
て，急激に減少するが，腹外側部の変性はそのまま
下方につづく。乙の第  6図の高きで，川、わゆる 
Meynert束"とよんだものはこの腹外側部の変性
第 4号 高野: 猫の Meynert束についての実験的研究 -1103-
側ではいわゆる Meynert束と， ζれから背内方，
核lとはいる線維が変性する。 Ta15では淡染線維群
にも変性がある。脚間核内の交連線維も変性する。
Ta 20と Ta15の左側は傷と反対側であって，密
集部の細い線維のみが変性していると考えてよい。
とれと，変性軸索の太さから，脚間核に関係するも
のは大部分が密集部を通る細い線維であって，被蓋
の腹内側部にあつまる変性は分束部，または分束部
と密集部を径過する太い線維からおもに構成される
といえる。
第 8図脚間核の下端高  
Koikegamiらと渡辺によると，脚間核は， 乙と 
lと下部で，上中心核との境界が明瞭でない。我々も， 
ζの所見lζ賛成である。 Kluver染色標本の所見に
よると，この高きで，脚問核はすでに縮小し，一見，
脚間束Kぞくするよう Kみえる。核の両側と背方  
K接する灰白質は上中心核と考えてよいようにお
もう。乙の上中心核をいれる灰白質は，下方にむか
うと，結合腕交叉の消失lとともなって背方Kひろが
り，縫線をふくみ背腹l乙細長い灰白質となる。我々
はこの灰向質を便宜上，縫線灰白質とよぶ。
第 8図
右側において，変性は，縫線灰白質内で ζの背外
側縁l乙接しでもっとも密集する。変性の一部はここ
から背内方，結合腕交叉のなかまでひろがる。ま 
Tこ一部の変性は，縫線灰白質lζ接する被蓋の最内側
部を若干背方にひろがる。ごく少量の変性は，縫
線灰白質背部で交叉して，左側Kはt)る。以上の変
性は，右側(傷側)で特異的にみとめられること，
変性が粗である乙と，および，これまでの径過から 
Mynert束の太い線維の変性である。このほか， Ta 
20では脚間核の腹外側縁に接して微細な変性を， C
く散在性にみとめる。両側性Iζみとめられること
む変性が微細である  ζとは， ζれらが Meynert
束の細い線維の変性をしめすと考えられるが，他の
例でこのような変性をみなかったから， Meynert 
束の細い線維が乙こまでつづくとす?結論する ζと
はできない。後日の検討を要する。
第 9図脚間核のすくや下方の高さ 
縫線灰白質の外側部とこれに接する被蓋K変性が
みとめられる。変性はおもに前者のなかに位置をし
める。第 8図の高さにくらべると，縫線灰白質がや
や背方までひろ切る。これはともなって変性も背方
までひろがる。背方の変性群は背腹方向にならぶ念
珠状を呈するものが多い。
第 9図 
ζのほか， Ta 20では内側毛帯のすくや背内方，縫
線灰白質内にとく少量の微細変性を両側性にみとめ
る。 Meynert束の細い線維に由来するようにみえ
るが， Ta 20でみとめられたのみで，他の例では確
認できなかった。
第 10図結合腕交叉の下方の高さ
右側縫線灰白質の ζ とに外側部l乙変性がみとめら
れる。頼粒状と念珠状変性からなる(第 17図)。腹
方ほど密である。左側縫線灰白質でも，乙の腹部氏
変性をみる。 これは右側からの交叉線維である。 
Ta 15によると，このほかに縫線灰白質の背腹の意
味での中央部でも交叉性変性をみとめる。
第 10図
我々の所見においては，乙れらの変性は縫線灰白
質で消失する。 Meyngrt束の太い線維の大部分は
縫線灰白質，つまり上中心束に終るとおもう。
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者
按
Meynert束は 1872年1[Meynert 1[よってはじ
めて記載され， Forel (1877)によって Meynert束 
と命名された。しかし本束には周知のように，反屈
束 (Fasc.retroflexus)，手綱核脚間路 (Tr.habe-
n ul oin terped uncularis， ha ben uloin tercruralis) 
などという別名もある。
Meynert束が手綱核からでることは，すでに 
Meynert (1872)によって観察されたが， Meynert 
は本束の終止を脚間核とせず，本束は最土方の最内
側の被蓋束 (vorderstes，innerstes Hanbenbundel) 
として下行するとのベた。 Meynert束が脚間核k 
f冬ることをはじめて石在言召したのは， Forel (1877) 
によれば Guddenである。 Forelは Guddenの見
解にたって， Meynertの考えは全く誤りであると
している。ついで K剖liker(1896)は Fritschと 
Honegger にしたがって， Meynert束に太い線維 
と細い線維を区別し，太い線維はおそらく手綱核外
て，正常山羊脳で Meynert束の太い線維はおそら
く縫線灰白質にはいるとのべTこ。最近の脳について 
の教科書では， Buchanan (1951)，Ranson-Clark 
(1953)，Krieg (1953)， Peele (1954)， のいづれ
も， Meynert束1[2種の線維を区別せず， ただ脚
間核l乙終るとのべている。 
以上の文献をまとめると， Meynert束に細い線
維と太い線維を区別したのは Kりlliker， Edinger， 
Ogawa，草間ら l乙すぎない。 Meynert束の終止に 
ついては，単K脚間核をあげているものが多く，近
年では ζれが定説のようになっている。我々がし
らべた文献においては， Forel (1877)，Kりlliker 
(1896)，Edinger (1904)，Kappers-Huber-Crosby 
(1936)，Buchanan (1951)，Ranson-Clark (1953)， 
Krieg (1953)，Peele (1954)，のいづれもが脚間核
への終止をあげているにすぎなし、わずかに
Meynert (1872)， Obersteiner (1912)， Ogawa 
(1940)，草間 (1948) らが Meynert束の脚間核以
外への終止をのべている。 Meynert束の脚間核以
側核，細い線維は内側核からおこり，太い線維は、外への終止を考えたものK共通するととは人脳をお 
Meynert束の周辺部K位置して，カルミンで淡染，
細い線維は Meynert束の内部にあって， カJレミン
で赤染するとのべている。本束の終止については，
脚間核をあげている。 Edinger (1904)は本束の起
始を手綱核， 終止を脚間核とし， Kりlliker(1896) 
とおなじく， Meynert束に 2種の線維を区別し， 
この 1種は無髄，他は有髄線維であるという。 
Obersteiner (1912)によると， Meynert束は動物
では大部分が脚間核K終るが，人では脚間核がいち
じるしく退化し， Meynert束のすくなからざる 
部分が被蓋のなかを下行する。 Kappers-Huber-
Crosby (1936)は， Meynert束の 2種の線維を記
載せず，起始は手綱核，終止は脚間核とする。つい
で Ogawa(1940) は人の胎児標本において，髄鞘
発生の差異を利用して， Meynert束を詳細に観察 
した。 Ogawaによると， Meynert束の中央K位
置する細い線維と周辺に位置する太い線維は赤核の
腹内側縁のところで完全にわかれ，細い線維はおそ
らく脚間核K終るが，太い周辺にある線維は赤核
と，白核の腹内側縁に接して下行し，結合腕交叉の
高さまで追求できる。 Ogawaの見解によれば，手
綱核脚間路の名称があてはまるのは細い線維であっ
て，太い線維にはあてはまらない。太い線維にあて
はまるのは反屈束の名捻であるという。ついで草間
(1948)は彼によって考案された PT染色をつかっ
もな対象托していることである。ただし，草間は例
外的に動物脳についてのべた。
ついで， ζれらの文献と我々の Nauta染色によ
る猫の所見を比較してみる。猫においても Meynert
束K細い線維と太い線維を区別できる。細い線維は
Meynert束の密集部をおもに径過する。 ζの点は
Kりllikerと同じである。太い線維はおもに分束 
部を通るが，例によっては細い線維と混在しなが
ら密集部をも径過する。 Kりlliker は太い線維が
Meynert束の周辺を通るとのべている。我々の分
束部はほぼ Kりllikerの周辺部に相当する。したが 
って，我々の所見は Kりllikerのとかなり似ている
が， Kりllikerは，例によっては太い線維が密集部
をも通ることにふれていない。
Meynert束が脳底に極めて近接すると，太い線ー
維と細い線維は位置的に分離する。細い線維は脚聞
核lζ終る。脚間核内交連線維上にも変性がみとめら
れる。太い線維は脚間核の背外方，被蓋の腹内側部
を下行し，上中心核を中心として発達する縫線灰白
質K終る。縫線灰白質内で一部交叉する。
すでにのべたように，草間は正常山羊脳におい
て， Meynert束の太い線維が上中心核K終る可能
性にふれているが，我々がしらベ7こ範囲の文献では
実験的にこれを明示したものはないようにおもう。 
以上のほか，我々の所見によると Meynert束の
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太い線維の一部は Meynert束より外方の穿束核と
視床の正中中心核 (Nucl. centrum medianum) 
の領域に終るとおもう。
手綱核や Meynert束と視床の関係をはじめて指
摘したのは Edinger(1908)のようである。 Edin-
gerは魚類，両棲類および腿虫類で手綱核から視床
の深部にでる線維をみとめて，手綱間脳路 (Tr. 
habenulo-diencephalicus)と命名した。補乳類に
おいては，その後， Rioch (1929)が正常犬で内側
および外側手綱核脚間路核を記載し， Meynert束
がと ζK終る可能性を考慮したようにみえる O 
Riochのζの核は Ingram-Hannet-Ranson(1932) 
Kよって猫でも存在がみとめれらた。
我々 は， Riochや Ingramらの手綱核脚間路核
は視床の背内側核のなかに位置し，芳束核や正中中
心核とはあきらかに別のものであるとおもう。我々
の内側中心核は Rioch (1931)にしたがっている。
我々の所見では， Meynert束からわかれて努束
核外側部や正中中心核に侵入した念珠状変性は徴細
頼粒状変性にまで分校しない。したがって， ζれら
の領域に終ると断言はできないが，乙の領域を乙え
て，さらに他の視床部まで追求できない。したがっ
て，なお若干の検討を要するが，ほぼ，乙の領域に
終ると考えてよいとおもう。我々は手綱核から汎視
床投射系へ線維がゆく ζとlζ興味をもっ。なお， 
Riochの手綱核脚間路核へ手綱核から線維がでる
所見は明らかでなかった。
結論
我々は Nauta染色によって，猫の Meynert束
を追求し，つぎのような所見をえた。 
1 猫の Menert束も太い線維と細い線維からな
る。 
2 細い線維は Meynert束の中心部，太い線、維
は周辺部をおもに径過する。 しかし，例によって
は，太い線維のかなり多くが，細い線維と混在しな
がら中心部を通る。 
3 Meynert束が脳底Iζ近接すると，我々の全部
の例で，太い線維と細い線維が位置的に分離する。 
4 細い線維は脚間核，太い線維は上中心核に終
る。上中心核にはおもに同側性に終るが，一部は交
叉性lζ反対側に終る。 
5 太い線維の一部は汎視床投射系lζ ぞくする芳
束核や正中中心核l乙終るとおもう。
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第1より第10図 (Ta20号)までの略号の説明 
Cc 大脳脚 
CM 視床正中中心核 
CS 上丘，又は上中心核 
FLM 内側縦束 
Fx 脳弓 
GI 脚間核 
GL 外側膝状体 
GM 内側膝状体 
H H野 
HbL 外側手綱核 
HbM 内側手綱核 
LM 内側毛帯 
MD 視床背内側核 
Mm 乳頭体内側核 
Mt Vicq d'Azyl束 
NR 赤核 
s-c FM いわゆる Meynert束 
SN 黒質 
E 動眼神経核または根
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第 11図 第 12図
第2図の高さ (Ta20，切 64) x100 

視床正中中心核における念珠状変性 

第 13図
第4図の高さ (Ta20，切 53) x200 

密集部変性 

第4図の高さ (Ta20，切 53) x 200 

分束部変性 

第 14図
第6図の高さ (Ta20，切 44) x 100 

傷側脚間核外側部，

横に走る念珠状変性は核内交連の変性
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第 15図 第 16図
第 6図の高さ  (Ta20，切 44)x 100 第 6図の高さ (Ta20，切 44)x 100 
傷側脚問核内“いわゆる  Meynert束" 脚間核の背外方，被蓋腹内側部におけ
の変性 る Meynert束太い線維のつづ会
第 17図
第 10図のやや上方高  
(Ta 20，切 34)x 200 
上中心核内の変性
